
 

 
 

盤沈下量を海面水位の相対的な上昇量とみなして上

述の修正Bruun則に代入して、2時期間（6～42年間）

の汀線後退量を算定した。実測ではほとんど汀線変

化がないにも関わらず、汀線が後退すると算定され

た測線もあったが、離岸堤や突堤等の海中の構造物

が存在しない測線では実測値に近い算定結果が得ら

れた（図-3）。適用にあたって注意が必要な海岸条

件もあるものの、膨大な海岸線の中から要対策海岸

を抽出する段階で活用するうえでは十分な精度を有

すると考えられた。 

 

図-3 汀線変化速度の算定結果と実測値 

 

４．侵食海岸における海面水位の上昇の影響度 

修正Bruun則による算定結果をもとに、5海岸にお

いて過去に観測された汀線変化を岸沖方向の断面内

の土砂量変化によるものと、海面水位の相対的な上

昇によるものとに分解したところ、九十九里海岸以

外の4海岸では、ほとんどの測線における汀線変化は

土砂量変化による影響が卓越していた（図-4）。 

 

図-4 土砂量変化と海面上昇による汀線変化 

この結果は、将来予測される海面水位の上昇を考

慮した場合でも、各海岸で優先的に対策を実施すべ

き箇所は、土砂収支の不均衡が生じている箇所であ

ることを意味する。侵食海岸においては、現在の侵

食対策を着実に進めていくことが重要であり、その

上で、海面水位の上昇によって新たに必要な浜幅が

確保されなくなる砂浜を見落とさないよう、修正

Bruun則のような簡便な手法によって広域での概略

調査を実施することが求められる。 

５．長大な海岸における汀線変化予測 

海岸内に堆積域と侵食域が混在する長大な海岸に

おける修正Bruun則の適用性を確認するため、南九十

九里海岸（片貝漁港～太東漁港）に着目し、1977年

から2015年までの38年間に観測された汀線変化の再

現も試行した。計算対象の10区域のうち両端部を除

く8区域の汀線後退量は実測では平均31.0 mであっ

たのに対して、予測値は平均10.0 mにとどまり、砂

浜幅が既に50 m未満の箇所も多い当海岸にとっては、

無視できない差であった。今回の検討ではヘッドラ

ンド群が設置されている区域において沿岸漂砂量の

低減を見込まなかったことが、誤差の原因と考えら

れ、汀線変化の将来予測では、沿岸漂砂分布の予測

精度を高めることが重要であることが示唆された。 

６．今後の展開 

本研究で検証した予測手法は、将来の土砂変化量

の精度高い予測方法など課題はあるものの、海岸行

政の担当者による概略検討に活用可能であることが

確認できた。ただし、本研究で考慮した気候変動の

影響は平均海面水位の上昇のみであり、漂砂に影響

する波浪の将来変化については引き続き検討中であ

る。また、九十九里海岸の例のように個別の海岸に

おける将来予測に活用可能な詳細な計算手法につい

ても研究中であり、本稿で紹介した簡易的な方法と

あわせて、海岸管理者等に情報提供していきたいと

考えている。 

☞詳細情報はこちら 

1) 渡邊国広ほか：土木学会論文集B2（海岸工

学）,Vol.76,No.2,pp.I_529-I_534,2020. 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/kaigan/76

/2/76_I_529/_article/-char/ja 
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１．はじめに 

近年、豪雨による災害が頻発化・激甚化しており、

洪水時の的確な避難行動につなげるための情報発信

の重要性が高まっている。国総研では、「洪水危険

度の見える化」の取り組みとして、洪水時の河川氾

濫の切迫性をリアルタイムでわかりやすく伝えるた

めの研究開発を進めており、その成果は、河川の洪

水危険度を概ね地先単位の解像度で表示する「水害

リスクライン」等で実用化されている。ここでは、

さらに効果的な情報発信の取り組みとして、ＶＲ技

術等を活用した洪水危険度の見える化の研究につい

て紹介する。 

 

２．ＶＲ表示システムの概要と取り組み状況 

現在、「川の防災情報」や「水害リスクライン」

等、ウェブページを通して住民がリアルタイムで身

近な河川の洪水危険度に関する情報を得られるよう

になってきている。しかし、情報があったとして

も、洪水の切迫度が正しく伝わらなければ住民は避

難を決断できず、逃げ遅れて被災することになる。

そこで国総研では、洪水危険度が住民に正しくリア

ルタイムで伝わるようにするための方策として、洪

水予測情報を提供するＶＲ表示システムの開発に取

り組んでいるところである。このシステムは、図の

ように、事前に現地で撮影された写真や既存の３次

元測量データに、ゲームエンジンで作成した３次元

の河川水面モデルを合成して表示する。河川水面の

高さは、河川水位シミュレーションから得られた洪

水予測結果を元とし、よりリアルな河川水面とする

ため、波打ちや水しぶき、流木等が漂流する様子を

アニメーションで表示する。このシステムでは、建

物や橋梁等の構造物を含む実際の風景を背景とする

ことで、住民が普段目にしている平常時の様子との

違いが明確で、洪水の危険度を具体的にイメージし

やすくなっている。また、夜間や豪雨により実際の

様子を目視できない場合であっても、ＶＲ表示シス

テム上であれば、リアルタイムで河川の状況を把握

することができる。 

図 ＶＲ表示のイメージ 

  

国総研では、現在、ＶＲ表示システムに使用する

ための写真の撮影手法や、洪水時の河川水面をより

リアルに表現するための手法について、モデル河川

を対象に検討を行い、全国の一級河川への適用を見

据えたマニュアルを作成しているところである。今

後は、これらの成果をもとにモデル河川を対象とし

たプロトタイプシステムを構築し、将来の実用化に

向けた試行・改良を行っていく予定である。 

☞詳細情報はこちら 

1）国総研河川研究部水循環研究室 

http://www.nilim.go.jp/lab/feg/index.htm 
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